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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
平
成
25
年
の
新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
年
頭
の
ご
挨
拶
を

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
九
州
北
部
豪
雨
災
害
等
に
お
け
る
被
災
者
の
方
々
や
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
対
し
ま
し
て

改
め
て
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
九
州
の
多
様
で
豊
か
な
森
林
は
、
水
源
の
か
ん
養
、
災
害
や
地
球
温
暖
化
の
防
止
な
ど
、
我
々
の
生
命

や
暮
ら
し
に
不
可
欠
な
様
々
な
恵
み
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
先
人
達
が
植
え
育
て
て
き
た
人
工
林
は
資

源
の
成
熟
期
を
迎
え
、
再
生
可
能
な
国
産
資
源
と
し
て
本
格
的
に
利
用
し
て
い
く
好
機
が
到
来
し
て
い
ま
す
。
一

方
で
、
木
材
価
格
の
低
迷
、
森
林
所
有
者
の
意
欲
低
下
な
ど
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
現
状
も
あ
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
森
林
・
林
業
の
再
生
、
木
材
自
給
率
50
％
の
実
現
に
向
け
て
は
、
国
際
商
品
で
あ
る
木
材
の

競
争
力
強
化
に
向
け
た
育
林
・
伐
出
・
流
通
・
加
工
の
全
般
に
わ
た
る
低
コ
ス
ト
化
と
施
業
の
集
約
化
、
市
場
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
国
産
材
の
安
定
供
給
が
最
重
要
課
題
で
す
。
さ
ら
に
、
木
材
資
源
を
十
分
に
活
用
し
て
い
く
た
め
の

幅
広
い
分
野
で
の
需
要
拡
大
も
不
可
欠
で
す
。

こ
の
た
め
、
九
州
森
林
管
理
局
と
し
ま
し
て
は
、
森
林
・
林
業
再
生
に
向
け
た
重
点
取
組
と
し
て
、
民
・
国
連

携
の
森
林
共
同
施
業
団
地
を
核
と
し
つ
つ
、
路
網
の
整
備
や
新
技
術
の
活
用
・
普
及
に
よ
る
低
コ
ス
ト
化
、
こ
れ

を
通
じ
た
木
材
の
安
定
供
給
・
需
要
拡
大
や
地
域
林
業
を
支
え
る
人
材
育
成
等
の
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
地
域
の
く
ら
し
を
守
る
治
山
事
業
や
鳥
獣
害
対
策
、
世
界
遺
産
地
域
や
候
補
地
を
は
じ
め
と
す
る
貴
重

な
森
林
生
態
系
の
保
全
管
理
等
の
一
層
の
推
進
、
加
速
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

我
々
国
有
林
野
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
４
月
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
特
別
会
計
か
ら
一
般
会
計
に
移
行
す

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
新
た
な
体
制
の
も
と
で
も
、
公
益
的
機
能
の
発
揮
を
重
視
し
た
管
理
経
営
を
一
層
推
進
し
、

国
民
の
財
産
で
あ
る
国
有
林
を
次
世
代
に
適
切
に
継
承
し
て
い
く
責
務
は
不
変
で
す
。
さ
ら
に
、
国
有
林
野
だ
け

で
な
く
、
広
く
森
林
・
林
業
一
般
や
国
民
に
開
か
れ
た
行
政
組
織
と
し
て
、
民
有
林
や
関
係
機
関
、
地
域
の
皆
さ

ま
と
こ
れ
ま
で
以
上
に
密
接
に
連
携
し
な
が
ら
、
森
林
・
林
業
再
生
に
向
け
た
諸

課
題
の
解
決
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
す
。

新
た
な
年
を
迎
え
、
九
州
国
有
林
の
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
、
新
た
な
決
意
の

も
と
「
九
州
か
ら
の
森
林
・
林
業
再
生
」
の
実
現
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
の
で
、
本
年
も
何
卒
倍
旧
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

最
後
に
、
本
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
良
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上

げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

熊本市西区京町本丁２－７

新
た
な
決
意
で
森
林
・
林
業
の
再
生
を

九
州
森
林
管
理
局
長

平
之
山

俊
作



九
州
森
林
管
理
局
で
は
、
間
伐
の

推
進
を
通
じ
て
森
林
・
林
業
の
活
性

化
と
地
球
温
暖
化
防
止
に
貢
献
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
「
国
民
が
支
え

る
森
林(

も
り)

づ
く
り
運
動
」
推
進

協
議
会
（
以
下
：
協
議
会
）
を
九
州

各
県
や
製
紙
・
流
通
企
業
な
ど
と
と

も
に
設
立
し
ま
し
た
。
九
州
産
の
間

伐
材
を
使
い
、
売
上
の
一
部
を
山
元

に
還
元
す
る
仕
組
み
を
持
っ
た
間
伐

紙
「
木
に
な
る
紙
」
シ
リ
ー
ズ
の
製

品
化
と
普
及
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

森
林
は
、
間
伐
な
ど
必
要
な
手
入

れ
を
適
切
に
行
う
こ
と
で
、
水
源
涵

養
、
土
砂
災
害
防
止
、
再
生
可
能
資

源
（
木
材
）
の
供
給
な
ど
、
私
た
ち

の
生
活
に
様
々
な
恩
恵
を
も
た
ら
し

ま
す
。
し
か
し
、
森
林･

林
業
を
取

り
巻
く
状
況
は
厳
し
く
、
木
材
価
格

の
低
下
や
搬
出
コ
ス
ト
の
問
題
か
ら
、

間
伐
が
で
き
ず
放
置
さ
れ
た
り
間
伐

後
も
多
く
の
「
林
地
残
材
」
（
未
利

用
資
源
）
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
に
対
し
て
、
近
年

は
街
の
消
費
者
か
ら
も
「
山
の
森
林

所
有
者
を
応
援
し
た
い
」
と
い
う
声

が
聞
か
れ
ま
す
。
一
方
、
①
林
地
残

材
の
多
く
は
柱
な
ど
の
利
用
に
は
不

向
き
な
低
質
材
で
あ
る
こ
と
、
②
紙

の
原
料
の
自
給
率
が
低
位
で
あ
る
こ

と
、
③
私
た
ち
が
毎
日
大
量
に
使
う

最
も
身
近
な
木
材
製
品
は
「
紙
」
で

あ
る
こ
と
と
い
っ
た
理
由
か
ら
、
協

議
会
で
は
「
紙
」
と
し
て
の
利
用
を

通
じ
た
間
伐
材
の
需
要
拡
大
を
目
指

し
、
街
の
消
費
者
と
山
の
森
林
所
有

者
を
結
ぶ
間
伐
紙
「
木
に
な
る
紙
」

の
取
組
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

「
木
に
な
る
紙
」
は
、
消
費
者
が

購
入
し
た
金
額
の
一
部
が
、
原
料
と

な
っ
た
間
伐
材
を
供
給
し
た
森
林
所

有
者
に
上
乗
せ
で
還
元
さ
れ
る
仕
組

み
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
間
伐
材
30

％
（
ク
レ
ジ
ッ
ト
方
式
）
を
配
合
し

た
「
木
に
な
る
紙
」
コ
ピ
ー
用
紙
を

中
心
に
、
フ
ァ
イ
ル
、
封
筒
、
名
刺

台
紙
、
印
刷
用
紙
な
ど
シ
リ
ー
ズ
製

品
も
順
次
拡
大
し
て
い
ま
す
。

多
く
の
自
治
体
や
官
公
庁
、
一
般

企
業
、
森
林･

林

業
・
環
境
関
連
団

体
等
に
調
達
い
た

だ
い
た
結
果
、
森

林
所
有
者
へ
の
還

元
金
額
は
累
計
で

２
７
０
０
万
円
以
上
に
な
っ
て
い
ま

す
。こ

れ
ま
で
購
入
者
の
多
く
は
自
治

体
や
企
業
な
ど
の
事
業
体
で
し
た
が
、

昨
年
か
ら
は
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
、

量
販
店
で
１
包
（
５
０
０
枚
）
単
位

で
の
販
売
も
開
始
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

個
人
の
間
で
も
利
用
が
広
が
っ
て
い

く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
「
木
に
な
る
紙
」
の
原
料

と
な
る
間
伐
材
の
受
け
入
れ
に
つ
い

て
も
新
た
な
ル
ー
ト
が
開
設
さ
れ
、

細
か
っ
た
り
短
か
っ
た
り
す
る
間
伐

材
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
九
州
各
地
の

山
か
ら
の
間
伐
材
の
利
用
が
さ
ら
に

進
ん
で
い
く
も
の
と
期
待
し
て
い
ま

す
。今

後
も
、
販
路
や
間
伐
材
供
給
量

を
増
や
す
な
ど
、
消
費
者
が
気
軽
に

森
林
づ
く
り
を
応
援
出
来
る
仕
組
み

の
拡
大
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
「
木
に
な
る
紙
」
の
購
入

を
含
め
た
皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「
木
に
な
る
紙
」
の
仕
組
み
や
購

入
方
法
な
ど
詳
し
い
情
報
は
、
九
州

森
林
管
理
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
紙
１

枚
の
思
い
や
り
」
ま
で
。

（
文
責

企
画
調
整
室

室
長
補
佐

森
本

明
）
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取
組
の
背
景
と
「
木
に

な
る
紙
」
の
目
的

特
徴
と
取
組
状
況

山
と
街
を
つ
な
ぐ
紙

は
じ
め
に



九
州
森
林
管
理
局
庁
舎
は
、
昭
和

41
年
５
月
に
竣
工
、
災
害
時
に
は
、

対
策
指
揮
や
情
報
伝
達
、
救
護
、
消

火
活
動
な
ど
の
災
害
対
策
拠
点
と
し

て
活
用
さ
れ
る
施
設
で
す
。
し
か
し
、

平
成
19
年
に
実
施
さ
れ
た
耐
震
診
断

で
耐
力
数
値
が
新

耐
震
基
準
を
満
た

し
て
い
な
い
こ
と

が
判
明
し
た
こ
と

か
ら
、
改
修
工
事

を
平
成
22
年
３
月

に
契
約
し
、
２
年

８
ヶ
月
に
お
よ
ぶ

長
期
間
を
経
て
、

平
成
24
年
11
月
末

終
了
し
ま
し
た
。

工
事
と
し
て
は
、

Ｐ
Ｃ
フ
レ
ー
ム
に

よ
り
補
強
（
現
建

物
に
外
部
か
ら
補

強
す
る
工
法
）
・

鉄
骨
ブ
レ
ー
ス
に

よ
る
補
強
（
鉄
筋

の
す
じ
か
い
）
・

炭
素
繊
維
に
よ
る

柱
、
梁
、
壁
の
補

強
な
ど
が
主
な
工

事
で
す
。

ま
た
、
各
階
廊

下
に
は
腰
板
を
新

設
、
玄
関
ポ
ー

チ
天
井
部
に
は

ス
ギ
板
を
使
用

す
る
な
ど
木
材

を
ふ
ん
だ
ん
に

利
用
し
た
森
林

管
理
局
ら
し
い
庁
舎
と
な
り
ま
し
た
。

職
員
が
在
庁
し
な
が
ら
の
工
事
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
各
階
毎
に
執
務

室
の
移
動
の
繰
り
返
し
、
又
、
工
事

騒
音
の
中
で
の
業
務
と
な
り
ま
し
た

が
、
関
係
者
の
協
力
に
よ
り
無
事
終

了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
は
、
改
修
さ
れ
た
新
庁
舎
か

ら
、
引
き
続
き
森
林
情
報
な
ど
を
発

信
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

（
文
責

経
理
課

課
長
補
佐

溝
越
啓
二
）

【
熊
本
南
部
森
林
管
理
署
】
八
代

林
業
技
術
普
及
協
会
か
ら
の
要
請
で
、

同
協
会
主
催
の
「
低
コ
ス
ト
林
業

(

造
林)

研
修
会
」
が
八
代
市
泉
町
椎

原
の
「
や
ま
び
こ
荘
」
で
開
か
れ
、

コ
ン
テ
ナ
苗
の
植
栽
に
よ
る
低
コ
ス

ト
造
林
の
手
法
な
ど
に
つ
い
て
技
術

情
報
を
提
供
し
ま
し
た
。
研
修
会
で

は
、
下
村
治
雄
業
務
第
二
課
長
が
コ

ン
テ
ナ
苗
の
特
性
や
実
証
試
験
の
結

果
な
ど
に
つ
い
て
講
義
を
行
っ
た
あ

と
、
伐
採
跡
地
で
様
々
な
器
具
を
使

用
し
、
コ
ン
テ
ナ
苗
１
０
０
本
を
植

栽
し
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
コ
ン

テ
ナ
苗
に
よ
る
低
コ
ス
ト
造
林
へ
の

期
待
の
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。
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耐震工事着手前の旧庁舎

室内から見た鉄骨ブレース設置状況基礎工事の様子（平成22年10月）外壁改修工事の様子（平成22年８月）

伐
採
跡
地
で
コ
ン
テ
ナ
苗
の
植
栽
試

験
を
行
う
関
係
者
＝
熊
本
南
部

耐震改修工事が完了した九州森林管理局庁舎外観



奄
美
群
島
を
含
む
琉
球
諸
島
に
つ

い
て
は
、
林
野
庁
・
環
境
省
共
催
に

よ
り
平
成
15
年
に
開
催
さ
れ
た
「
世

界
自
然
遺
産
候
補
地
に
関
す
る
検
討

会
」
に
お
い
て
、
知
床
、
小
笠
原
諸

島
と
併
せ
て
、
世
界
自
然
遺
産
の
登

録
基
準
に
合
致
す
る
可
能
性
が
高
い

と
判
断
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
た
め
、
九
州
森
林
管
理
局
で

は
、
沖
縄
北
部
地
域
及
び
西
表
島
に

お
け
る
森
林
生
態
系
保
護
地
域
の
設

定
に
向
け
た
検
討
の
ほ
か
、
奄
美
群

島
に
お
い
て
も
、
世
界
自
然
遺
産
の

保
護
担
保
措
置
で
あ
る
森
林
生
態
系

保
護
地
域
の
設
定
に
向
け
、
平
成
19

年
度
よ
り
「
奄
美

群
島
森
林
生
態
系

保
護
地
域
設
定
委

員
会
」
を
設
定
し
、

委
員
に
よ
る
現
地
調
査
の
ほ
か
検
討

委
員
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
よ
り
、

検
討
を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

検
討
会
は
４
回
開
催
さ
れ
、
平
成

24
年
12
月
５
日
に
開
催
さ
れ
た
第
４

回
検
討
会
に
お
い
て
、
奄
美
群
島
森

林
生
態
系
保
護
地
域
の
設
定
案
が
取

り
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の

考
え
方
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

(1)
森
林
生
態
系
の
特
徴

奄
美
群
島
の
森
林
生
態
系
は
、
世

界
的
に
も
局
所
的
に
し
か
成
立
し
な
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奄美大島の国有林

は
じ
め
に

図－１

奄
美
群
島
の
特
徴



い
亜
熱
帯
性
常
緑
広
葉
樹
に
よ
り
構

成
さ
れ
る
と
と
も
に
、

①
２
つ
の
生
物
地
理
区
（
旧
北
区
及

び
東
洋
区
）
の
移
行
帯
に
位
置
し
て

お
り
、
数
多
く
の
分
布
限
界
種
に
よ

り
構
成

②
ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
や
ル
リ
カ

ケ
ス
な
ど
の
大
陸
遺
存
種
が
生
息
と

い
っ
た
、
２
つ
の
特
徴
を
有
す
る
こ

と
か
ら
、
奄
美
群
島
で
し
か
見
ら
れ

な
い
森
林
生
態
系
と
位
置
づ
け
ら
れ

ま
す
。

(2)
国
有
林
野
の
賦
存
状
況

奄
美
群
島
の
国
有
林
野
は
、
鹿
児

島
県
奄
美
大
島
（
奄
美
市
、
宇
検
村
、

大
和
村
、
瀬
戸
内
町
）
と
徳
之
島

（
徳
之
島
町
、
天
城
町
、
伊
仙
町
）

に
位
置
し
、
鹿
児
島
森
林
管
理
署
が

管
轄
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
奄
美
群
島
の
国
有
林
面
積

は
七
九
二
〇
・
八
九
㌶
で
あ
り
、
奄

美
大
島
に
四
〇
九
八
・
〇
七
㌶
徳
之

島
に
三
八
二
二
・
八
二
㌶
存
置
し
、

奄
美
大
島
の
総
面
積
の
６
％
、
徳
之

島
の
総
面
積
の
15
％
を
占
め
て
い
ま

す
。
な
お
、
両
島
の
国
有
林
野
の
賦

存
状
況
に
つ
い
て
は
大
き
く
異
な
っ

て
お
り
、

①
奄
美
大
島
で
は
小
規
模
分
散
型
の

国
有
林
野
配
置
と
な
っ
て
お
り
、
森

林
生
態
系
保
護
地
域
の
設
定
に
当
た
っ

て
の
面
積
基
準
（
一
団
地
が
概
ね
五

〇
〇
㌶
以
上
）
を
満
た
す
団
地
が
３

団
地
し
か
な
い
。

②
徳
之
島
で
は
、
比
較
的
面
的
な
ま

と
ま
り
が
あ
る
も
の
の
、
国
有
林
周

辺
に
サ
ト
ウ
キ
ビ
畑
な
ど
の
耕
作
地

が
鋸
歯
状
に
介
在
し
て
お
り
、
外
接

民
地
の
影
響
を
排
除
す
る
こ
と
が
困

難
と
い
っ
た
状
況
に
あ
り
ま
す
。

奄
美
群
島
に
お
け
る
森
林
生
態
系

保
護
地
域
等
の
保
護
林
の
設
定
に
当

た
っ
て
は
、
(1)
に
示
し
た
奄
美
群
島

の
特
徴
的
な
森
林
生
態
系
の
構
成
要

素
で
あ
る
分
布
限
界
種
及
び
大
陸
遺

存
種
等
に
着
目
し
て
選
定
す
る
と
と

も
に
、
(2)
に
示
す
国
有
林
の
賦
存
状

況
に
つ
い
て
、
十
分
配
慮
し
た
上
で

設
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
図
１
に
示
す
フ
ロ
ー

図
に
示
す
考
え
方
で
森
林
生
態
系
保

護
地
域
と
特
定
動
物
生
息
地
保
護
林

を
設
定
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

こ
の
際
、
特
定
動
物
生
息
地
保
護

林
に
つ
い
て
は
、
面
積
的
に
は
森
林

生
態
系
保
護
地
域
よ
り
小
さ
い
も
の

の
、
森
林
生
態
系
の
豊
か
さ
の
観
点

か
ら
は
森
林
生
態
系
保
護
地
域
と
遜

色
が
な
い
こ
と
に
着
目
し
、
「
民
有

林
と
の
連
携
」
を
初
め
て
可
能
と
す

る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

す
な
わ
ち
、
森
林
生
態
系
保
護
地

域
と
特
定
動
物
生
息
地
保
護
林
と
の

間
に
介
在
す
る
民
有
林
に
つ
い
て
、

一
定
レ
ベ
ル
の
管
理
水
準
（
例
え
ば
、

保
護
林
と
同
程
度
の
取
扱
が
な
さ
れ

る
、
又
は
育
成
複
層
林
へ
の
誘
導
に

向
け
た
取
扱
が
な
さ
れ
る
な
ど
）
が

確
保
さ
れ
た
段
階
で
、
特
定
動
物
生

息
地
保
護
林
を
森
林
生
態
系
保
護
地

域
に
再
整
理
す
る
と
い
う
仕
組
み
を

新
た
に
組
み
込
み
ま
し
た
。
（
図
２

参
照
）
こ
の
仕
組
み
は
、
世
界
自
然

遺
産
の
保
護
担
保
措
置
で
あ
る
森
林

生
態
系
保
護
地
域
の
面
的
な
拡
大
に

寄
与
す
る
の
み
な
ら
ず
、
生
物
多
様

性
の
確
保
に
向
け
て
、
民
有
林
行
政

を
牽
引
す
る
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

こ
の
結
果
、
奄
美
大
島
・
徳
之
島

に
お
け
る
国
有
林
野
面
積
の
約
８
割

（
六
千
㌶
）
が
森
林
生
態
系
保
護
地

域
を
主
体
と
す
る
保
護
林
に
設
定
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
（
図
３
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図－２

森
林
生
態
系
保
護
地

域
等
の
設
定



参
照
）

奄
美
群
島
の
森
林
は
、
か
つ
て
チ
ッ

プ
用
材
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
照

葉
樹
二
次
林
が
主
体
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
保
存
地
区
・
保
全

利
用
地
区
の
設
定
に
当
た
っ
て
も
、

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
つ
つ
設
定
し
ま

し
た
。
（
図
４
参
照
）

具
体
的
に
は
、
保
存
地
区
に
つ
い

て
は
、
森
林
生
態
系
の
厳
正
な
維
持

を
図
る
区
域
で
あ
っ
て
、
一
つ
の
ま

と
ま
り
と
し
て
管
理
す
る
こ
と
が
適

当
な
区
域
と
し
た
こ
と
に
加
え
、
保

存
地
区
に
介
在
す
る
若
齢
、
壮
齢
天

然
林
及
び
人
工
林
の
う
ち
、
高
齢
級

天
然
林
の
林
分
構
造
と
の
差
異
が
僅

少
で
あ
り
、
か
つ
保
存
地
区
と
し
て

一
体
的
に
管
理
す
る
こ
と
が
適
当
な

林
分
に
つ
い
て
も
、
保
存
地
区
の
対

象
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
保
存
地
区
の
森
林
に
外
部

の
環
境
の
変
化
が
直
接
及
ば
な
い
よ

う
、
緩
衝
の
役
割
を
果
た
す
保
全
利

用
地
区
に
つ
い
て
は
、

①
人
為
的
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
の

あ
る
民
地
（
農
地
な
ど
）
に
隣
接
す

る
林
分

②
林
道
な
ど
道
路
周
辺
の
林
分

③
若
齢
・
壮
齢
の
天
然
林
及
び
人
工

林
を
主
体
と
す
る
林
分
で
あ
る
た
め
、

保
存
地
区
と
は
な
ら
な
い
が
、
保
存

地
区
の
外
縁
で
緩
衝
の
役
割
を
果
た

す
林
分
と
し
ま
し
た
。

奄
美
群
島
森
林
生
態
系
保
護
地
域

な
ど
の
設
定
を
反
映
さ
せ
た
奄
美
大

島
国
有
林
野
施
業
実
施
計
画
に
つ
い

て
、
本
年
度
中
に
変
更
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
、
平
成
25
年
４
月
１
日
よ

り
奄
美
群
島
森
林
生
態
系
保
護
地
域

が
発
効
す
る
こ
と
な
な
り
ま
す
。

ま
た
、
来
年
度
以
降
に
つ
い
て
は
、

学
識
経
験
者
等
か
ら
な
る
保
全
管
理

委
員
会
（
仮
称
）
を
設
置
し
、
保
全

管
理
に
当
た
っ
て
の
具
体
の
検
討
を

進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

（
文
責

計
画
課

課
長

河
野
裕
之
）
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こ
れ
か
ら
の
進
め
方

図－３

図－４

保
存
地
区
・
保
全
利

用
地
区
の
設
定



森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
に
示
す

「
木
材
自
給
率
50
％
」
の
達
成
に
向

け
、
利
用
期
に
達
し
た
人
工
林
な
ど

を
活
か
し
た
地
域
の
森
づ
く
り
の
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
な
る
市
町
村
森
林

整
備
計
画
な
ど
の
作
成
を
支
援
す
る

准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
、
そ
の
市
町
村
森

林
整
備
計
画
に
お
け
る
木
材
生
産
の

基
盤
と
な
る
丈
夫
で
簡
易
な
使
い
や

す
い
林
業
専
用
道
の
設
計
な
ど
を
行

う
林
業
専
用
道
技
術
者
の
育
成
が
平

成
23
年
度
よ
り
、
全
国
７
ブ
ロ
ッ
ク

で
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

国
有
林
で
は
、
こ
の
人
材
育
成
の

た
め
の
研
修
に
つ
い
て
企
画
・
運
営

を
行
う
と
と
も
に
、
研
修
フ
ィ
ー
ル

ド
の
提
供
、
講
師
の
派
遣
な
ど
を
通

し
て
研
修
の
円
滑
な
実
施
に
貢
献
し

て
い
ま
す
。

熊
本
南
部
森
林
管
理
署
の
フ
ィ
ー

ル
ド
を
活
用
し
、
人
吉
市
に
お
い
て

６
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
実
施
さ
れ
、

国
有
林
職
員
14
人
、
県
職
員
81
人
が

受
講
し
ま
し
た
。

准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー

と
し
て
地
域
の
森

づ
く
り
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
く
た
め

に
必
要
な
市
町
村

森
林
整
備
計
画
や

森
林
経
営
計
画
制
度
の
概
要
、
森
づ

く
り
を
構
想
す
る
た
め
に
必
要
な
基

礎
知
識
、
木
材
の
流
通
・
販
売
な
ど

に
つ
い
て
の
講
義
、
循
環
的
な
木
材

生
産
の
戦
略
を
描
く
能
力
を
身
に
つ

け
る
た
め
の
演
習
や
自
県
内
の
市
町

村
森
林
整
備
計
画
に
つ
い
て
見
直
す

演
習
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

演
習
に
つ
い
て
は
、
全
て
班
毎
に

取
り
ま
と
め
、
発
表
、
意
見
交
換
を

行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
・
考
え
方

を
全
員
で
共
有
し
、
こ
れ
か
ら
の
准

フ
ォ
レ
ス
タ
ー
活
動
に
活
か
し
て
も

ら
う
よ
う
に
し
ま
し
た
。

研
修
生
に
は
、
こ
れ
か
ら
市
町
村

行
政
の
支
援
や
地
域
の
森
林
・
林
業

関
係
者
を
指
導
す
る
立
場
と
し
て
の

活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

熊
本
南
部
森
林
管
理
署
の
フ
ィ
ー

ル
ド
を
活
用
し
、
八
代
市
に
お
い
て

８
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
実
施
さ
れ
、

事
業
発
注
者
の
立
場
で
、
国
有
林
職

員
27
人
、
県
職
員
33
人
、
市
町
村
職

員
15
人
、
森
林
組
合
職
員
17
人
、
事

業
受
注
者
の
立
場
で
測
量
・
設
計
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
職
員
24
人
、
建
設
事

業
体
職
員
14
人
の
合
計
１
３
０
人
が

受
講
し
ま
し
た
。

新
た
な
路
網
整
備
の
推
進
や
林
業

専
用
道
設
計
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て

の
講
義
と
机
上
で
林
業
専
用
道
の
ル
ー

ト
を
検
討
す
る
演
習
と
机
上
で
描
い

た
ル
ー
ト
を
現
地
踏
査
し
て
見
直
し
、

発
表
、
意
見
交
換
す
る
実
習
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、
既
設
の
庵
ノ
山
一

四
四
七
林
道
（
林
業
専
用
道
）
な
ど

を
踏
査
し
て
、
新
た
な
林
業
専
用
道

の
イ
メ
ー
ジ
を
共
有
す
る
と
と
も
に

設
計
施
工
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
実
施
し
ま
し
た
。

研
修
生
に
は
、
九
州
の
森
林
・
林

業
を
支
え
る
基
盤
と
な
る
道
づ
く
り

の
牽
引
役
と
し
て
の
活
躍
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
活
動
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
の
研
修
修
了
生
な
ど

が
一
緒
な
っ
て
同
じ
方
向
を
向
い
て

活
動
を
推
進
し
て
い
く
た
め
、
協
議

会
を
立
ち
上
げ
て
活
動
し
て
い
る
事

例
が
あ
り
ま
す
。

県
全
体
の
活
動
と
し
て
、
鹿
児
島

県
で
は
、
県
内
の
民
有
林
及
び
国
有

林
の
准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
を
メ
ン
バ
ー

と
す
る
「
鹿
児
島
県
准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー

等
活
動
推
進
協
議
会
」
が
発
足
、
ま

た
、
地
域
の
活
動
と
し
て
、
署
・
支

署
が
事
務
局
（
国
有
林
准
フ
ォ
レ
ス

タ
ー
）
と
な
っ
て
、
署
・
支
署
管
内

の
県
の
出
先
機
関
の
准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
、

市
町
村
の
林
務
担
当
職
員
、
森
林
施

業
プ
ラ
ン
ナ
ー
な
ど
を
メ
ン
バ
ー
と

す
る
「
准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
な
ど
活
動

促
進
連
絡
協
議
会
」
（
都
城
支
署
管

内
）
、
「
一
ツ
瀬
川
流
域
森
林
整
備

連
絡
会
議
」
（
西
都
児
湯
森
林
管
理
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森づくり構想実習発表の様子

市町村森林整備計画見直し演習発表

林業専用道ル-トの机上検討

は
じ
め
に

准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
研
修

林
業
専
用
道
技
術
者

研
修

地
域
で
の
活
動
状
況

林業専用道イメージの共有



署
管
内
）
が
発
足
し
、
効
果
的
な
活

動
を
す
る
た
め
の
勉
強
会
な
ど
を
重

ね
な
が
ら
市
町
村
森
林
整
備
計
画
の

作
成
支
援
や
森
林
経
営
計
画
の
認
定

支
援
な
ど
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
研
修
、
林
業
専

用
道
技
術
者
研
修
は
、
昨
年
度
よ
り

始
ま
っ
た
新
し
い
取
組
で
あ
り
、
森

林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
を
実
践
し
て

い
く
た
め
に
は
欠
く
こ
と
の
出
来
な

い
人
材
の
育
成
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

よ
り
実
効
性
の
あ
る
研
修
に
よ
り
、

九
州
の
森
林
・
林
業
が
一
歩
で
も
着

実
に
前
に
進
む
よ
う
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。

管
内
の
国
有
林
は
、
原
生
的
な
天

然
林
か
ら
人
工
林
、
高
山
帯
な
ど
様
々

な
タ
イ
プ
の
生
態
系
、
生
物
が
生
息
・

生
育
し
て
い
る
森
林
を
多
く
有
し
、

我
が
国
の
生
物
多
様
性
の
保
全
を
図

る
上
で
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。増

え
す
ぎ
た
シ
カ
の
食
害
に
よ
る
、

農
林
業
被
害
の
拡

大
に
加
え
、
森
林

の
下
層
植
生
・
希

少
植
物
の
減
少
・

消
失
、
こ
れ
ら
の

植
物
を
餌
や
住
み

家
と
す
る
昆
虫
・

動
物
の
生
息
地
の

減
少
な
ど
、
森
林

の
生
物
多
様
性
が

脅
か
さ
れ
て
い
ま

す
。九

州
森
林
管
理

局
で
は
、
関
係
機

関
と
も
連
携
を
図

り
つ
つ
、
シ
カ
被

害
の
総
合
的
対
応

策
の
検
討
を
進
め

る
た
め
に
、
シ
カ

被
害
の
著
し
い
地

域
に
お
い
て
、
シ

カ
の
生
息
・
行
動

等
の
調
査
分
析
、

捕
獲
の
実
証
試

験
な
ど
に
よ
る

個
体
数
調
整
方

策
の
検
討
を
行
っ

て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
引
き
続
き
職
員
な
ど
に

よ
る
年
間
を
通
し
て
の
シ
カ
の
捕
獲

に
積
極
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

今
年
２
月
に
予
定
し
て
い
る
、
第
３

回
シ
カ
捕
獲
業
務
検
討
会
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ

３
）
等
を
通
じ
た
職
員
の
捕
獲
技
術

の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
増
え
す
ぎ
た
シ
カ
に
よ
る

影
響
や
危
機
的
状
況
な
ど
に
つ
い
て
、

情
報
交
換
・
共
有
化
を
進
め
る
た
め

「
森
林
環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
２

月
に
熊
本
市
に
て
開
催
す
る
予
定
で

あ
り
、
地
域
と
連
携
し
た
積
極
的
な

対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

生
物
多
様
性
保
全
の
観
点
か
ら
、

絶
滅
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
希
少
な
野

生
生
物
の
保
護
管
理
の
た
め
、
「
絶

滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
の

種
の
保
存
に
関
す
る
法
律
」
で
指
定
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鹿児島県准フォレスター等活動推進協議会

は
じ
め
に

シカ捕獲検討会（第２回検討会より）

縄文杉（屋久島）

シ
カ
の
被
害
対
策

希
少
な
野
生
生
物
の

保
護
管
理

お
わ
り
に

ｺﾞｲｼﾂﾊﾞﾒｼｼﾞﾐ


